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月 

日
：
平
成
１７
年
10
月

20
日
（
木
） 

◆
阿
武
山
地
震
観
測
所 

 

地
震
予
知
研
究
セ
ン
タ
ー 

 

 

中
村
先
生
に
御
案
内
い
た

だ
き
ま
し
た
。
有
難
う
御
座
い

ま
し
た
。 

 

阿
武
山
に
は
、
京
都
大
学
の

地
震
観
測
所
が
有
る
こ
と
は

ご
存
知
で
し
ょ
う
が
、
観
測
所

内
を
見
学
さ
れ
た
方
は
少
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

市
バ
ス
公
団
阿
武
山
行
き

消
防
署
前
で
下
車
、
消
防
署
の

北
側
の
道
を
東
に
向
か
い
、
突

き
当
た
り
を
北
に
、
新
た
な
住

宅
地
を
登
り
、
急
な
坂
道
を
進

ん
で
行
く
と
京
都
大
学
・
地
震

観
測
所
の
門
（
鉄
製
両
開
戸
）

に
着
き
ま
す
。（
約
２５
分
） 

門
を
入
る
と
同
時
に
木
陰

の
ト
ン
ネ
ル
を
約
２０
分
、樹
木

の
間
か
ら
大
阪
梅
田
の
高
い

建
物
も
見
な
が
ら
進
ん
で
行

く
と
地
震
観
測
所
の
門
（
鎖
で

閉
鎖
）
に
着
き
ま
す
。 
 

阿
武
山
地
震
研
究
所
は
昭

和
４
年
に
出
来
た
と
の
こ
と
、

モ
ダ
ン
な
建
築
で
当
時
は
皆

が
驚
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

先
ず
、
地
球
が
太
陽
や
月
の

引
力
に
引
か
れ
て
絶
え
ず
変

形
し
て
い
る
と
聞
い
て
驚
き
、

こ
ん
な
小
さ
な
変
化
も
こ
の

阿
武
山
で
測
定
（
地
殻
変
動
連

続
観
測
）
し
て
い
る
の
で
す
。 

地
震
の
お
き
る
原
因
や
何

処
で
お
き
る
の
か
な
ど
の
お

話
を
聞
い
て
、
各
種
の
観
測
器

の
特
性
を
説
明
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 
 

観
測
所
の
中
は
、
い
ろ
い
ろ

の
地
震
観
測
の
機
器
が
働
い

て
い
ま
す
が
、
今
は
全
て
宇
治

に
あ
る
地
震
予
知
研
究
セ
ン

タ
ー
に
デ
ー
タ
ー
を
送
り
分

析
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。 

観
測
器
に
も
感
度
の
良
い

物
か
ら
鈍
い
物
ま
で
必
要
と

い
う
こ
と
で
す
。 

見
学
が
終
わ
っ
た
後
も
先

生
と
次
つ
ぎ
と
話
が
弾
み
、
高

槻
の
地
質
や
断
層
の
位
置
も

勉
強
出
来
た
か
と
思
い
ま
す
。   

◆
阿
武
山
古
墳 

 

阿
武
山
古
墳
は
、
京
大
地
震

観
測
所
の
裏
手
約
５０

〜
７０

m
位
山
手
に
あ
り
ま
す
。 

標
識
が
有
り
ま
す
が
大
阪
学

院
の
フ
ェ
ン
ス
の
横
を
山
頂

へ
向
か
っ
て
行
く
と
石
柱
と

詳
細
な
説
明
板
が
有
り
ま
す
。 

 

阿
武
山
古
墳
は
、
阿
武
山
の

中
腹･

標
高
約
２
１
０
ｍ
の
尾

根
上
に
あ
り
ま
す
。 

昭
和
９
年
、
京
都
大
学
の
地
震

観
測
施
設
建
設
の
さ
い
に
偶

然
発
見
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
古
墳
は
盛
土
が
な
く
、

尾
根
の
小
高
い
と
こ
ろ
を
幅

２.５
ｍ
の
浅
い
溝
を
円
形
に
め

ぐ
ら
せ
、直
径
８２
ｍ
の
墓
域
を

区
画
し
て
い
ま
す
。 

中
央
に
花
崗
岩
の
切
石
と

部
厚
い
素
焼
き
の
タ
イ
ル
を

組
み
上
げ
、
内
側
を
し
っ
く
い

で
仕
上
げ
た
墓
室
が
あ
り
、
漆

で
麻
布
を
何
枚
も
貼
り
固
め

た
夾
紵
棺(

き
ょ
う
ち
ょ
か
ん)

が
安
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

棺
内
に
は
、
銀
線
で
青
と
緑

の
ガ
ラ
ス
玉
を
つ
づ
っ
た
玉

枕(

た
ま
ま
く
ら)

を
用
い
、
き

ら
び
や
か
な
錦
を
ま
と
っ
た

６
０
才
位
の
男
性
の
遺
体
が

あ
り
ま
し
た
。 

S
・
O 

◆
観
測
所
見
学
記 

 

お
天
気
に
恵
ま
れ
40
分
の

道
を
歩
き
観
測
所
に
着
い
た
。 

下
か
ら
見
上
げ
て
い
る
時
は

小
さ
い
モ
ダ
ン
な
建
物
と
思

っ
て
い
た
が
広
い
土
地
に
結

構
大
き
な
観
測
所
に
驚
き
！! 

 

昭
和
４
年
に
新
築
、も
う
75

年
も
経
っ
て
、
大
分
古
く
チ
ョ

ッ
ピ
リ
哀
れ
を
感
じ
た
。 

 

ロ
ー
ラ
ー
で
振
動
を
キ
ャ

ッ
チ
し
て
ペ
ー
パ
ー
に
グ
ラ

フ
が
表
れ
る
、
ひ
ど
い
地
震
の

時
は
針
が
振
り
切
れ
て
上
手

く
記
録
さ
れ
な
い
た
め
徹
夜

で
四
苦
八
苦
し
て
直
さ
れ
た

よ
う
で
す
。 

 

阪
神
大
震
災
の
と
き
は
阿

武
山
地
震
観
測
所
だ
け
が
作

動
し
て
デ
ー
タ
ー
を
い
ろ
ん

な
所
に
送
っ
た
と
い
う
こ
と

で
し
た
。 

 

で
も
正
確
な
地
震
の
予
知

だ
け
は
、
今
も
出
来
な
い
よ
う

で
す
。 

い
つ
の
日
か
正
確
に
地
震
予

知
が
出
来
ま
す
よ
う
に
願
い

ま
す
。 

”
緻
密
で
地
味
な
研
究
で
し

ょ
う
が
頑
張
っ
て
下
さ
い
” 

 
 
 

 

Ｍ
・
Ｋ 

V・G 槻
き

 輪
り ん
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１２月度行事予定   
“１ 周 年 記 念 講 演 会” 

月  日：平成17年12月15日（木）13：30～16：00 

場  所：高槻市城内公民館会議室（予定） 

講  師：（社）中高年齢者雇用福祉協会  

ＰＲＥＰ経営研究所研究員  

 主任講師   日 下 総 一 氏 

１１月度行事予定   
"神峰山寺と神峰山の森自然園" 

月  日：平成17年11月17日（木）9：45集合 

集合場所：神峰山寺山門（仁王門） 高槻市大字原3301-1 

交通案内；市バスＪＲ高槻駅 ➀乗り場  上の口・

原大橋行き ８：５０発  原立石下車 徒歩約30分 

わ
が
ま
ち
紹
介 

地
震
観
測
所
と 

阿
武
山
古
墳
へ

コスモス 
科名：キク科の一年草。 
花の美しさからギリシャ語のコスモス（美し

い、飾る）に由来した名がついている。 
花の形が桜に似ているので、和名は「秋桜」と書

きます。 
高槻市から近場で、比較的大規模のコスモス園

「亀岡運動公園前のコスモス園」は 45品種約500
万本の 白、薄紅、深紅色の花が満開でした。 
万博公園のコスモス園もあります。 
高槻市三島の郷の休耕田のコスモス畑は今年

もきれいな花を咲かせていることでしょう。 
コスモスは実生で増やします。種まきは４～７

月といわれていますが、種まき後50～70 日で開
花するので、種まき時期をずらせば、8～11月ま
で楽しむことが出来る大変時期長い種類の花と

いえます。                     Ｔ．Ｎ 

 

四季彩 

説 明 風 景


